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研究報告 

 
遺伝子組換え herpes simplex virus (HSV)-1 である G47Δによるウイルス療法が造

血器腫瘍に適用できるかどうかを明らかにするために、G47Δと同様の遺伝子改変を施

した HSV-1 である T-01 を用い、種々の細胞系列のヒト造血器腫瘍細胞株が T-01 によ

り死滅することをこれまで示してきた。H29 年度は、HSV-1 レセプターnectin-1 の発

現と殺細胞効果に定量的な相関があることを示した。また、nectin-1 を一定レベル発現

しているが殺細胞効果がない細胞株では、抗ウイルス分子 PKR の経路が構成的に活性

化していた。以上より、造血器腫瘍に対する HSV-1 の殺細胞効果の大部分は nectin-1
の発現により規定され、一部は細胞内の抗ウイルス分子の活性により規定されることが

示唆された。また、造血器腫瘍の臨床検体では、再発・難治例で nectin-1 が発現し殺

細胞効果がみられる傾向があった。したがって、既存の治療が無効の症例に nectin-1
が有効である可能性がある。 
 
 

  


